（参考様式１）
企画提案書
※　企画提案書の書式・様式等については、以下の内容が盛り込まれていれば、形式を制限するものではない。

１　提案者の概要
	事業者名
	

	代表者職氏名
	

	所在地
	

	設立年月日
	

	資本金
	

	従業員数
	

	現在の事業内容
	


１　基本方針、コンセプト等
・本事業の主旨を踏まえ、事業の取組方針や目標、コンセプト等について、記入すること。
２　事業実施体制
（１）体制図（再委託先を含む）
	【例】
　　総括責任者名　-----　○○担当（担当者職氏名）-----　○○担当（担当者職氏名）
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○担当（担当者職氏名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○担当（担当者職氏名）


（２）担当者（再委託先担当者を含む）略歴
・体制図に記載した各担当者について、略歴（経歴、過去の類似事業の実績、資格等）を記載すること。
・特に過去の類似事業の実績については、その事業への各担当者の関わり方（責任者、主担当、○○担当等）についても記載すること。なお、過去の類似事業の実績が、「提出書類③過去に実施した類似業務の実績」に掲載していないものである場合には、その概要（発注元、契約金額等）についても記載すること。
・提案する体制及び各担当者を選定した理由について記載すること。
（３）再委託
・業務の一部を再委託する場合は、その事業内容・範囲、理由、事業費などを具体的に記載すること。
３　スケジュール
・全体のスケジュール、各業務のスケジュールについて、できる限り詳細に記載すること。
４　業務内容
仕様書の内容を踏まえ、以下について提案すること。
（１）ロジックモデルの作成と指標の検討
・適切な指標を設定にあたりどのような分析手法を用いるか、説得力のあるロジックモデルを作成する上でどのような手法を用いるかを提案すること。
・また、設定指標についてどのような指標の設定が適切と考えられるか各指標について具体的に記載すること。
（２）数値目標のパイロットケースの作成及び数値目標設定支援
・（１）で作成するロジックモデル、設定指標を踏まえて、どのようにパイロットケースを作成するか、作成数も含め具体的に記載すること。
・数値目標の設定の考え方をまとめたマニュアルについて、どのような内容を掲載するか記載すること。
・県が行う他の指標設定の際にどのような支援を行うかを具体的に記載すること。
（３）評価方法の検討
　　・次期ビジョンの進捗状況を適切に評価し、今後の施策展開へつなげるため、どのよう
な評価方法が適切かつ効果的な手法と考えられるかを記載すること。
５　その他追加提案、PR事項等
・その他追加提案などがあれば提案すること。
・全体を通じて、特にPRしたいこと、愛知県に提案したいこと等があれば記載すること。

